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雰囲気制御式誘導加熱炉でAl4SiC4の合成を試みる

樹皮炭を用いたAl4SiC4の合成・安価化

Me-Al

1700 C-5 h-Ar(20kWh)

単結晶粒子が生成
粉砕が容易
原料コストの安価
製造コストの安価

樹皮炭使用時

これまで同様の900gでの合成

シリコンスラッジ 木質炭素

Al4SiC4

バッチ式カーボン炉

大気式誘導加熱炉を用いたAl4SiC4の合成・安価化

Me-Al

3.9kWhで合成
誘導加熱炉使用時

シリコンスラッジ 木質炭素

誘導加熱炉

より多量合成(2000g)を試みた結果

1200℃でAl4SiC4の発熱反応(↑)も確認され、木目模様も確認された

900gでの合成同様
1200℃で発熱反応

が見受けられたが
色ムラも多く、木
目模様も観察され
た(900gでの合成と

はことなった反応
が起きた可能性が
高い)。

合成時間が短い
消費電力量が少ない

問題点

Al5C3N2の窒化物が

生成され、雰囲気
制御が必要

大気式誘導加熱炉の様に
中心部はAl4SiC4であったが、

その他の部分で生成が好まし
くないAl4C3が確認された。

装置により合成条件の最適化
が必要合成後試料の各所における生成鉱物相

b) 35kW-30min

10mm

各所における生成鉱物相とAl4SiC4に対するピーク強度比

生成したAl4SiC4が分解を引き起こした可能性が示唆

実験方法

Me-Al

Graphite

第一機電(株)製誘導加熱炉 XRDによる生成鉱物相の確認

900g : 30kW, 13min, Ar

2000g : 35kW, 30min, Ar

Me-Si
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